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この 「グッドイヤー物語」 は、 月刊タイヤ、 1969 年 7 月号から 1970 年 5 月号までに

連載された記事である。

当時、 世界一のタイヤメーカーであったグッドイヤーの軌跡を記したものである。

※当時の記事を再現しているので、 現在と違った表現を使用する場合があります。

渡　辺　城一郎　氏　著

【第 6回】

繁栄からのどん底

自動車が通ると馬車から降りて、馬を押えていた 1890 年代、 フランク・サイベリ

ングは、タイヤ会社の創立を決意したが、 それから約 20 年たった 1916 年、つい

にアメリカで 1番のタイヤ会社にグッドイヤーを育てた。 

１　

量
産
へ
の
上
り
坂 

「
テ
ィ
ー
ン
・
リ
ジ
ー
」(

み
に
く
い
リ
ジ
ー

)

が
ア
メ
リ
カ
の
町
を
勢
い
よ
く
走
り
回
っ

て
い
た
。 

フ
ォ
ー
ド
が
１
９
０
８
年
に
売
り

出
し
た
Ｔ
型
モ
デ
ル
の
黒
い
姿
だ
。
ア
ク
ロ

ン
の
工
場
街
で
も
例
外
で
は
な
い
。 

ス
テ
ー
ト
技
師
長
を
乗
せ
た
車
は
、
に
ぶ

い
う
な
り
を
あ
げ
る
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
赤
れ

ん
が
の
門
を
出
た
。
す
れ
違
う
の
は
、
エ
ン

ジ
ン
を
ふ
か
し
続
け
、
タ
イ
ヤ
を
き
し
ま

せ
て
走
る
自
動
車
の
群
だ
。
ほ
ん
の
数
年

前
ま
で
花
形
だ
っ
た
馬
車
の
姿
は
、
遠
吠
え

す
る
負
け
犬
の
様
に
、
ひ
っ
そ
り
、
轍
を
か

ら
ま
せ
て
走
る
だ
け
。
ス
テ
ー
ト
の
胸
の
な

か
は

「
馬
車
が
消
え
な
い
う
ち 

に
、
手
を

打
た
ね
ば
…
…
」 

そ
ん
な
焦
り
に
も
似
た

気
持
ち
が
か
す
め
る
。 

「
フ
ォ
ー
ド
と
い
う
男
は
、
底
知
れ
ぬ
力
を

も
っ
た
奴
だ
」 

「
し
か
し
、
フ
ォ
ー
ド
に
追
い
つ
か
な
か
っ
た

ら
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
負
け
だ
」 

ア
メ
リ
カ
い
ち
の
タ
イ
ヤ
会
社
に
な
っ
た
グ

ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
面
目
が
、
ス
テ
ー
ト
の
口
元

を
引
き
締
め
る
。 

１
９
１
６
年
、
フ
ォ
ー
ド
が
毎
年
１
０
０
万

台
も
の
Ｔ
型
を
売
り
ま
く
り
、
有
名
な
コ
ン

ベ
ア
・
シ
ス
テ
ム
、
流
れ
作
業
に
よ
る
マ
ス

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

（
大
量
生
産
方
式
）
を
打

ち
出
し
た
年
で
あ
る
。 

ス
テ
ー
ト
が
、
こ
の
機
運
を
見
逃
す
わ
け

が
な
い
。
ま
し
て
や
、 

業
界
ト
ッ
プ
の
追
わ

れ
る
身
の
立
場
に
な
っ
た
今
、
一
刻
も
早

く
、
タ
イ
ヤ
産
業
の
量
産
体
制
を
確
立
し
、

中
小
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
の
つ
け
こ
む
余
地
の

な
い
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

ア
メ
リ
カ
の
乗
用
車
の
保
有
台
数
は
、

１
９
０
０
年
に
、
８
０
０
０
台
だ
っ
た
。
そ

れ
は
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
創
成
期
の
頃
だ
。

10
年
後
に
は
45
万
８
０
０
０
台
、
次
の
年

は
、
61
万
８
０
０
０
台
と
、
飛
躍
的
な

増
加
ぶ
り
を
示
し
た
。
13
年
に
は
、
つ
い

に
、
１
０
０
台
を
突
破
し
、
20
年
に
は
、

８
０
０
万
台
と
い
う
モ
ー
タ
ー
エ
イ
ジ
を
示

し
て
い
る
。 

こ
の
中
心
に
な
っ
た
の
が
フ
ォ
ー
ド
で
あ
っ
た

事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
Ｔ
型

が
売
り
出
さ
れ
た
当
時
、
フ
ォ
ー
ド
よ
り

優
れ
た
工
場
は
無
数
に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
フ
ォ
ー
ド
が
採
用
し
た
新
し
い
作
業
方

式
と
、
新
し
い
機
械
の
導
入
は
、
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
を
招
き
、
自
動
車
の
値
下
げ
と
な
っ

て
、
さ
ら
に
需
要
を
増
大
さ
せ
て
い
っ
た
。

そ
の
頂
点
と
な
っ
た
の
は
１
９
１
３
年
、
フ
ォ

ー
ド
の
ハ
イ
ラ
ン
ド

・
パ
ー
ク
工
場
で
実
施

さ
れ
た
コ
ン
ベ
ア
方
式
で
、
工
場
内
輸
送
に

必
要
な
労
働
力
の
節
約
や
、
関
連
工
程
の

実
動
率
と
労
働
の
密
度
を
高
め
て
い
っ
た
。

こ
の
結
果
、
１
９
１
４
年
の
生
産
台
数
は
、

24
万
８
０
０
０
台
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
全
体

の
生
産
台
数
の
半
分
を
フ
ォ
ー
ド
が
占
め
る

に
至
っ
た
。 

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
量
産
体
制
に
の
っ
た
自
動

車
界
を
背
負
う
タ
イ
ヤ
界
が
品
質
的
に
遅

れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
１
９
１
６
年 
に
は
、

空
気
入
り
タ
イ
ヤ
の
開
発
も
グ
ッ
ト
イ
ヤ

ー
は
成
し
遂
げ
た
。
し
か
し
、
ス
テ
ー
ト
の

頭
の
中
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
時
代
の
流
れ

が
、
ど
う
し
て
も
タ
イ
ヤ
産
業
を
量
産
化

体
制
に
押
し
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

点
に
立
っ
て
い
る
事
を
知
っ
て
い
た
。

ウ
イ
ル
ソ
ン
大
統
領
が
、
１
９
１
６
年
７
月
、

各
州
を
結
ぶ
ハ
イ
ウ
エ
イ
建
設
の
た
め
、
補

助
金
を
支
出
す
る

「
連
邦
道
路
助
成
法

案
」
に
サ
イ
ン
し
た
事
だ
。
そ
の
補
助
金
は
、

７
５
０
０
万
ド
ル
と
い
う
金
額
に
お
よ
び
、

パ
ナ
マ
運
河
建
設
資
金
を
除
く
と
、
単
一

の
公
共
事
業
に
支
出
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
史

上
最
高
の
補
助
金
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ

政
府
が
第
一
次
世
界
大
戦

（
１
９
１
４
年

～
１
８
）
で
、
自
動
車
が
近
代
戦
争
に
不

可
欠
な
も
の
で
あ
る
事
を
知
っ
た
と
同
時

に
、
近
代
社
会
の
発
展
の
た
め
に
、
こ
れ
ほ

ど
有
効
な
手
段
は
な
い
と
見
極
め
た
か
ら

に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

こ
の
大
戦
で
、
初
め

て
イ
ギ
リ
ス
軍
は
、
戦
車
を
使
っ
た
が
、 

フ

ラ
ン
ス
軍
は
、
内
燃
機
関
に
よ
る
自
動
車

の
行
動
力
の
大
き
さ
を
実
証
さ
せ
た
。
そ



自動車の登場で、 第 1次世界大戦の戦略的立場は大きく変わった。 そしてタイヤ

のよしあしが、走行距離を左右することを人々は学んだ。 

( 写真は第 1次大戦当時、 ヨーロッパで活躍した連合軍の自動車部隊 ) 

し
て
自
動
車
で
は
先
輩
で
あ
る
べ
き
、
イ

ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
自
動

車
工
業
界
に
対
し
て
大
量
の
発
注
が
行
わ

れ
て
き
た
。
コ
ン
ベ
ア
に
乗
っ
た
自
動
車
は
、 

１
９
１
５
年
の
月
産
２
６
０
０
台
が
、
16
年

に
は
、
４
４
０
０
台
、
年
産
で
い
う
と
、
１５

年
が
、
８
９
万
６
０
０
０
台
、
１６
年
が
、

１
５
２
万
５
０
０
０
台
と
い
う
、
莫
大
な
成

長
を
見
せ
た
。

 

２　

マ
シ
ン
を
逃
す
な 

ほ
こ
り
ま
み
れ
に
な
っ
た
ス
テ
ー
ト
の
車
は
、

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
の
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
鋳
物
会

社
に
た
ど
り
つ
い
た
。
か
け
込
む
様
に
工
場

に
入
っ
た
ス
テ
ー
ト
は
、
顔
な
じ
み
の
若
い

技
師
Ｆ
・
Ｈ
・
バ
ン
バ
リ
ー
を
見
つ
け
る
と
、

挨
拶
も
そ
こ
そ
こ
に
、
か
み
つ
い
て
い
っ
た
。 

「
い
つ
に
な
っ
た
ら
、
君
が
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
に

売
り
つ
け
た
オ
ン
ボ
ロ
の
ロ
ー
ル
・
マ
シ
ン
を

使
わ
な
い
で
済
む
よ
う
に
な
る
ん
だ
」 

ス
テ
ー
ト
が
ど
な
っ
た
意
味
は
こ
う
だ
。
グ

ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
バ
ン
バ
リ
ー
の
会
社
か
ら
、

生
ゴ
ム
と
カ
ー
ボ
ン
、
硫
黄
な
ど
を
混
合

す
る
機
械
を
買
っ
て
い
た
が
、
そ
の
当
時
の

機
械
は
、
ロ
ー
ル
を
２
本
、
回
転
の
方
向
と

速
さ
を
違
え
て
回
転
さ
せ
、
そ
の
間
に
生

ゴ
ム
、
そ
の
他
を
押
し
込
ん
で
練
り
合
わ
せ

る
と
い
っ
た
、
旧
式
の
も
の
だ
っ
た
。
ロ
ー
ル

は
、
長
さ
３
ｍ
も
あ
る
大
き
な
も
の
で
、
中

に
は
、
水
を
流
し
て
過
熱
を
防
ぐ
仕
か
け

も
あ
っ
た
が
、
５
０
０
㎏
の
ゴ
ム
を
混
合
す

る
の
に
、
２５
分
も
か
か
る
始
末
だ
っ
た
。
そ

の
上
、
黄
色
い
硫
黄
の
粉
末
、
カ
ー
ボ
ン
の

黒
い
粉
末
が
室
内
に
立
ち
こ
め
、
半
透
明

の
生
ゴ
ム
の
褐
色
と
混
ざ
り
合
っ
て
、
吐
き

気
を
も
よ
お
す
よ
う
な
風
景
だ
っ
た
。 

こ
ん
な
時
に
、
バ
ン
バ
リ
ー
が
材
料
を
混
入

さ
せ
た
容
器
の
中
で
、
大
き
な
力
を
回
転

さ
せ
、
自
動
的
に
混
合
度
の
高
い
材
料 

を

製
造
す
る
ミ
キ
サ
ー
を
研
究
し
て
い
る
ニ
ュ

ー
ス
を
か
ぎ
つ
け
た
ス
テ
ー
ト
が
、
放
っ
て

お
く
は
ず
は
な
い
。
そ
こ
で
研
究
が
ど
こ
ま

で
進
ん
で
い
る
か
を
知
り
た
く
て
、
誘
い
出

す
様
に
怒
鳴
っ
た
の
も
、
無
理
の
な
い
こ
と

だ
っ
た
。

「
ス
テ
ー
ト
、
落
ち
着
け
よ
。
こ
れ
で
も
君

ん
と
こ
の
マ
シ
ン
の
改
良
も
考
え
て
い
る
ん
だ

ぜ
」 

と
、
な
だ
め
る
様
に
答
え
た
が
、
そ
ん
な

事
で
は
、
ス
テ
ー
ト
の
気
分
は
収
ま
り
そ
う

に
な
い
。

思
わ
ず
―
。

「
や
っ
と
で
き
た
第
一
号
試
作
マ
シ
ン
が
あ

る
ん
だ
が
…
…
」 

と
も
ら
し
て
し
ま
っ
た
。 

ス
テ
ー
ト
は
飛
び
上
が
っ
て
、
バ
ン
バ
リ
ー
の

手
を
掴
む
と
、
試
作
室
へ
か
け
込
ん
で
行
っ

た
。 

「
君
は
い
つ
で
も
す
ご
い
よ
。
君
は
世
界
を

動
か
せ
る
ん
だ
。
そ
う
だ
、
電
話
を
貸
し

て
く
れ
」 

ス
テ
ー
ト
は
、
バ
ン
バ
リ
ー
の
返
事
を
待
た

ず
、
ア
ク
ロ
ン
の
駅
へ
電
話
を
か
け
た
。 

「
今
す
ぐ
、
１０
ト
ン
貨
車
を
１
台
回
し
て
く

れ
。
機
械
を
１
台
、
持
っ
て
帰
り
た
い
ん
だ
」 

驚
い
た
の
は
バ
ン
バ
リ
ー
。 

「
ス
テ
ー
ト
、
そ
れ
は
無
理
だ
。
ま
だ
テ
ス

ト
も
し
て
い
な
い
ん
だ
」 

「
テ
ス
ト
？
テ
ス
ト
は
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
で
や

る
ん
だ
。
今
か
ら
…
…
」 

ス
テ
ー
ト
は
、
新
し
い
時
代
を
説
い
た
。
繁

栄
の
中
で
取
り
残
さ
れ
て
い
る
タ
イ
ヤ
産

業
の
現
状
を
し
ゃ
べ
り
続
け
た
。 

小
麦
粉
の
連
続
流
れ
作
業
の
創
始
者
、
エ

バ
ン
ズ
、
マ
ス
ケ
ッ
ト
銃
の
大
量
生
産
方
式

を
確
立
し
た
、
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
、
さ
ら
に
科

学
的
管
理
法
の
創
始
者
、
テ
イ
ラ
ー
の
事
、

そ
し
て
、
こ
の
基
本
か
ら
組
み
合
わ
さ
れ

た
、
フ
ォ
ー
ド

・
シ
ス
テ
ム 

…
…
ア
ク
ロ
ン

ま
で
の
道
中
は
、
ス
テ
ー
ト
の
リ
サ
イ
タ
ル

だ
っ
た
。 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
で
の
テ
ス
ト
に
は
、
全
員
が

バ
ン
バ
リ
ー
へ
の
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。 

混
合
係
り
、
仕
上
げ
工
、
時
間
計
算
係
り
、

原
価
係
り
、
検
査
係
り
、
機
械
工
…
…
ど

の
部
門
で
も
バ
ン
バ
リ
ー
の
指
導
で
動
い
た
。

バ
ン
バ
リ
ー
に
と
っ
て
も
、
ゴ
ム
会
社
の
現
場

テ
ス
ト
は
、
絶
好
の
研
究
場
所
で
も
あ
っ
た
。

ホ
テ
ル
に
帰
れ
な
い
時
は
、
工
場
の
応
急
医

療
室
の
ベ
ッ
ド
で
寝
る
熱
の
入
れ
方
だ
っ
た
。 

秒
を
刻
む
様
に
機
械
は
調
整
さ
れ
、
改
良

に
必
要
な
部
品
は
、
次
々
に
発
注
さ
れ
、

３
カ
月
後
に
は
、
バ
ン
バ
リ
ー
の
意
図
す
る

自
動
混
合
マ
シ
ン
は
、
ほ
ぼ
完
成
し
て
き
た
。

ス
テ
ー
ト
は
、
た
だ
ち
に
バ
ン
バ
リ
ー
・
ミ

キ
サ
ー
と
名
づ
け
、
１０
台
を
発 

注
、
タ
イ

ヤ
業
界
で
初
め
て
の
量
産
体
制
を
ひ
い
た
。 

バ
ン
バ
リ
ー
・
ミ
キ
サ
ー
は
、
作
業
時
間
こ

そ
、
ロ
ー
ラ
ー
式
の
２５
分
よ
り
、
２
分
だ
け

短
縮
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
人
員
の
節

約
、
工
場
面
積
の
節
約
、
品
質
の
向
上
に

大
き
な
威
力
と
な
り
、
タ
イ
ヤ
１
本
の
価

格
の
引
き
下
げ
と
同
時
に
、
タ
イ
ヤ
の
大

衆
性
に
拍
車
を
か
け
る
、
ス
テ
ー
ト
の
思

惑
通
り
の
結
果
と
な
っ
て
き
た
。 

こ
の
年
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
株
式
配
当

は
、
１０
割
と
い
う
輝
か
し
い
も
の
だ
っ
た
。

１
９
１
２
年
に
、
３
０
０
万
ド
ル
、
１５
年
に
は
、

５
０
０
百
万
ド
ル
だ
っ
た
利
益
も
、
１６
年
に

は
、
７
０
０
万
ド
ル
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
い

ち
の
タ
イ
ヤ
会
社
と
い
う
地
位
を
築
い
た
、

意
義
の
あ
る
年
で
も
あ
っ
た
。 

サ
イ
ベ
リ
ン
グ
は
、
こ
の
成
績
を
株
主
た
ち

に
報
告
し
た
後
、
目
を
閉
じ
て
２０
年
の
自

分
の
姿
を
振
り
返
っ
て
見
た
。
と
こ
ろ
が
、

こ
の
成
功
が
実
感
と
し
て
込
み
上
げ
る
も
の

が
な
か
っ
た
。
後
年
、
彼
は
、
不
幸
な
回

顧
と
記
し
て
い
た
が
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
に
と

っ
て
も
、
灰
色
の
道
の
ス
タ
ー
ト
が
待
ち
か

ま
え
て
い
た
。 

３ 　

拡
張
の
落
と
し
穴

１
９
２
０
年
、
ア
メ
リ
カ
は
、
第
一
次
世
界

大
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
景
気
に
沸
い
て
い
た
。

「
ク
ー
ル
セ
イ
ド

（
聖
戦)

」
と
呼
ば
れ
、 

全
て
の
欲
望
が
抑
圧
さ
れ
た
戦
時
の
反
動

が
、
消
費
物
資
の
購
買
力
と
な
っ
て
爆
発
し

て
き
た
。 

自
動
車
に
群
が
る
大
衆
―
。
タ
イ
ヤ
は
、

い
く
ら
作
っ
て
も
需
要
に
追
い
つ
か
な
か
っ

た
。
少
し
く
ら
い
、
高
い
ゴ
ム
を
買
っ
て
も
、 

そ
の
ゴ
ム
を
使
っ
た
タ
イ
ヤ
を
売
る
時
は
、

タ
イ
ヤ
の
値
段
は
、
も
っ
と
跳
ね
上
が
っ
て

い
た
。
あ
る
時
は
、
原
料
ゴ
ム
が
不
足
し
て
、 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
あ
と
２
時
間
、
機
械

を
動
か
す
と
、
ゴ
ム
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

と
い
う
事
態
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
て
き
た
時

も
あ
っ
た
。 

タ
イ
ヤ
ば
か
り
で
は
な
い
。
全
て
の
消
費

物
資
に
い
え
る
事
だ
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
の

ダ
ン
ロ
ッ
プ
が
、
ア
メ
リ
カ
に
タ
イ
ヤ 

工
場

を
建
設
し
よ
う
と
し
た
時
、
機
械
の
メ
ー

カ
ー
か
ら

「
受
注
が
あ
と
２
年
分
さ
ば
き

き
れ
な
い
。
ダ
ン
ロ
ッ
プ
に
納
入
す
る
の
は
、

１
９
２
２
年
で
良
け
れ
ば
引
き
受
け
る
」
と

の
返
事
を
も
ら
い
、
工
場
建
設
を
諦
め
た
。

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
っ
た
く
ら
い
だ
。 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
資
材
係
は
、
１
カ
月
先
ま

で
ゴ
ム
の
契
約
を
し
た
だ
け
で
は
不
安
で
、

１
年
先
、
２
年
先
の
ゴ
ム
ま
で
契
約
し
た
が

っ
た
。
大
手
の
ゴ
ム
会
社
は
、
２
年
先
の
受

注
を
抱
え
、
設
備
拡
張
を
競
っ
た
。
タ
イ

ヤ
に
使
う
繊
維
工
場
も
同
様
に 

拡
張
し
、

ア
メ
リ
カ
全
体
が
膨
ら
む
様
な
産
業
拡
張

の
輪
が
描
か
れ
て
い
っ
た
。 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
１
９
２
０
年
度
中
に
、

ア
メ
リ
カ
中
で
生
産
さ
れ
る
新
型
乗
用
車

の
５０
％
、
空
気
入
り
タ
イ
ヤ
を
使
う
ト 

ラ

ッ
ク
の
６０
％
、
ソ
リ
ッ
ド
タ
イ
ヤ
を
つ
け
た

ト
ラ
ッ
ク
の
３５
％
、
さ
ら
に
オ
ー
ト
バ
イ
の

５０
％
、 

馬
車
荷
馬
車
の
６０
％
の
タ
イ
ヤ
を

納
入
す
る
契
約
を
結
ん
で
い
た
。 

し
か
し
、
買
い
手
の
購
買
力
の
限
界
を
考
え

な
い
で
、
物
が
生
産
さ
れ
た
時
、
物
は
売

れ
な
く
な
る
―
。
つ
ま
り
、
需
要
と
供 

給

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
招
く
、
不
況
の
エ
ア
ポ
ケ

ッ
ド
が
、
こ
の
拡
張
ブ
ー
ム
の
前
に
は
だ
か
っ

て
い
た
。 

歴

史

的

に
み

る

と
、

ア
メ
リ

カ
は
、

１
９
２
０
年
に
、
兆
し
を
見
せ
た
不
況
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
、
慢
性
的
な
不
況



サイベリングは、タイヤの原材料となるゴム園の経

営にまで手を出したのは良かったが、その成果を待

たずして、ゴム値の暴落で、ついに破産寸前にまで

追い込まれてしまった。しかし、1916 年から、20

年代は、夕イヤばかりか、アメリカ全体が、この暴

落恐慌の渦に巻き込まれている。

時
代
を
辿
っ
て
い
る
が
、
こ
の
時
、
政
府
は
、

生
産
制
限
、
価
格
の
維
持
、
労
賃
の
据
え

置
き
、
労
組
の
組
織
化
を
図
っ
た
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ

（
産
業
復
興
法
）
な
ど
で
知
ら
れ
る
一
連
の

対
策
を
執
っ
た
。 

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
が
、
晩
年
、
自
伝
の
中

に
こ
う
記
し
て
い
る
。 

「
政
府
の
や
り
方
は
失
敗
だ
っ
た
。
政
府
は
、

資
本
家
と
労
働
者
の
両
方
を
統
制
し
た
が
、

消
費
者
を
忘
れ
て
い
た
。
資
本
家
と
労
働

者
は
、
共
に
物
を
作
る
側
で
、
物
を
買
う

側
と
協
力
し
て
対
決
す
る
も
の
な
の
だ
が
、

一
番
肝
心
の
、
物
を
買
う
側
は
、
保
護
さ

れ
な
か
っ
た
」 

こ
の
自
伝
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の

１
９
５
４
年
に
書
か
れ
た
の
で
、
３０
年
後
の

時
点
に
立
っ
て
、
過
去
を
振
り
返
っ
た
言
葉

で
あ
る
。

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
自
身
、
３０
年
前
は
、
他

の
産
業
人
と
同
じ
様
に
、
不
況
に
巻
き
込

ま
れ
、
押
し
流
さ
れ
て
い
る
。 

「
物
を
買
う
側
」
を
考
え
た
産
業
人
は
、

当
時
少
な
か
っ
た
。
第
一
次
大
戦
中
、
ア

メ
リ
カ
実
業
界
は
、
戦
時
経
済
体
制
を
固 

め
、
軍
需
物
資
の
生
産
と
補
給
を
能
率
化

す
る
た
め
に
、
計
画
的
経
済
化
を
押
し
進

め
、
労
働
者
も
ス
ト
ラ
イ
キ
を
自
粛
し
て

戦
争
に
協
力
し
た
、
い
わ
ゆ
る
、
消
耗
物

資
の
生
産
態
度
で
、
全
て
が
う
ま
く
い
っ
て

い
た
。
そ
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
は
活

気
を
見
せ
、
実
業
家
は
、
大
き
な
利
益
を

獲
得
、
農
民
の
収
入
も
大
き
く
な
り
、
労

働
者
の
実
質
賃
金
も
自
動
的
に
跳
ね
上
が

っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
が
、
戦
争
景
気
の
背
景

だ
っ
た
。 

や
が
て
、
買
う
側
で
な
い
、
消
耗
物
資
の

必
要
が
な
く
な
れ
ば
、 

そ
の
生
産
へ
の
シ
ワ

寄
せ
は
、
当
然
消
費
者
に
大
き
く
か
ぶ
っ
て

く
る
。
一
時
は
、
ど
っ
と
流
れ
た
購
買
欲

も
拡
張
さ
れ
た
生
産
物
資
の
前
に
は
、
焼

け
石
に
水
。
景
気
は
、
ま
た
た
く
間
に
、

ど
ん
で
ん
返
し
と
な
り
、
恐
慌
を
招
い
た
。 

１
９
２
１
年
３
月
４
日

「
平
常
へ
の
復
帰
」

を
訴
え
た
、
ウ
オ
レ
ン
・
Ｇ
・
ハ
ー
デ
ィ
ン

グ
が
、
第
２９
代
大
統
領
に
就
任
し
た 

が
、

す
で
に
国
民
所
得
は
、
２０
％
も
減
少
し
、

失
業
者
は
、
５
０
０
万
人
に
も
達
し
よ
う
と

し
て
い
た
。 

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
自
伝
を
再
び
紐
解
く

と

「
こ
の
タ
イ
ヤ
界
の
不
況
に
ど
う
対
処
し

て
い
け
ば
よ
か
っ
た
か
」
と
い
う
回
答
が
出

て
い
る
。 

「
大
衆
が
自
動
車
に
乗
っ
て
タ
イ
ヤ
を
使
う

事
。
大
衆
に
そ
れ
だ
け
の
経
済
力
を
与
え

る
事
。
言
い
替
え
れ
ば
、
消
費
者
は
、
企

業
の
共
同
出
資
者
だ
。
タ
イ
ヤ
会
社
は
、

労
働
者
に
短
い
労
働
時
間
と
、
高
い
労
賃

を
与
え
、
余
暇
に
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
て

も
ら
い
、
タ
イ
ヤ
の
顧
客
に
な
っ
て
も
ら
う

の
だ
。
世
界
に
数
１０
億
の
共
同
出
資
者
が

い
る
限
り
、
不
況
な
ど
は
起
こ
り
得
る
訳

が
な
い
」 

し
か
し
、
こ
れ
は
３０
年
後
の
反
省
で
あ
る
。

現
実
の
産
業
界
、
い
や
そ
の
時
の
グ
ッ
ド
イ

ヤ
ー
は
、
債
権
者
会
議
が
開
か
れ
様
と
す

る
程
、
緊
迫
し
て
い
た
。

４　

暗
い
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ 

不
況
の
大
波
を
か
ぶ
っ
た
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
を

直
接
、
窮
地
に
追
い
や
っ
た
の
は
ゴ
ム
の
値

段
だ
っ
た
。
１
９
２
０
年
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー

は
、
毎
月
８
０
０
万
ポ
ン
ド

（
約
３
６
０
万

ト
ン
）
の
ゴ
ム
を
買
い
入
れ
て
い
た
。
そ
の

年
の
５
月
、
ゴ
ム
１
ポ
ン
ド
の
値
段
は
、
５５

セ
ン
ト
で
、
１０
カ
月
分
買
い
入
れ
た
代
金

は
、
４
４
０
０
万
ド
ル
だ
っ
た
。 

と
こ
ろ
が
、
そ
の
ゴ
ム
を
消
費
す
る
前
、 

突

然
、
需
要
が
ぱ
っ
た
り
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

タ
イ
ヤ
の
値
上
が
り
が
、
つ
い
に
消
費
者
の

購
買
力
の
限
界
を
越
え
た
の
だ
。
消
費
者

は
、
古
い
タ
イ
ヤ
を
が
ま
ん
し
て
使
っ
た
り
、

捨
て
た
タ
イ
ヤ
を
修
理
し
て
使
い
始
め
た
。

大
事
に
使
え
ば
タ
イ
ヤ
は
１
年
ぐ
ら
い
寿

命
は
延
び
る
も
の
だ
。
た
ち
ま
ち
、
グ
ッ
ド

イ
ヤ
ー
を
は
じ
め
、
他
の
タ
イ
ヤ
会
社
は
、

他
の
あ
ら
ゆ
る
業
種
の
企
業
と
同
じ
様
に
、

ピ
ン
チ
に
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
た
。 

ゴ
ム
の
値
段
は
、
１
ポ
ン
ド
５５
セ
ン
ト
か
ら
、

１
年
後
に
は
、
１０
セ
ン
ト
に
曇
落
し
て
し
ま

っ
た
。
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
ゴ
ム
ス
ト
ッ
ク
１０
カ

月
分
８
０
０
０
万
ポ
ン
ド
は
、
値
下
が
り
だ

け
で
、
３
５
２
０
万
ド
ル
の
損
害
と
な
り
、

さ
ら
に
、
そ
の
他
の
材
料
の
値
下
が
り
を
加

え
る
と
、
１
年
間
で
、
８
０
０
０
万
ド
ル
を

上
回
る
も
の
に
な
っ
た
。
前
の
年
の
グ
ッ
ド

イ
ヤ
ー
の
売
り
上
げ
は
、
１
億
６
８
９
１
万

ド
ル
、
利
益
が
、
２
３
２
８
万
ド
ル
だ
っ
た
。

も
し
、
タ
イ
ヤ
が
売
れ
て
い
れ
ば
、
数
年

で
返
せ
る
損
害
だ
っ
た
が
、
あ
い
に
く
タ
イ

ヤ
は
売
れ
ず
、
職
工
に
払
う
賃
金
に
も
、

こ
と
欠
く
始
末
だ
っ
た
。 

こ
の
時
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
全
従
業
員
は

３
万
３
０
０
０
人
で
、 

毎
週
、
約
１
０
０
万

ド
ル
の
給
料
が
必
要
だ
っ
た
。
ゴ
ム
ブ

ロ
ー
カ
ー
を
始
め
、
下
請
け
の
繊
維
工

場
、
機
械
工
場
か
ら
は
、
毎
日
支
払

い
の
催

促

が
や

っ
て
く
る
。

し
か
も
、

全
て
イ
ン
フ
レ
時
代
の
高
い
価
格
の
ま
ま
だ
。

サ
イ
ベ
リ
ン
グ
は
、
特
に
強
い
銀
行
の
援
助

を
持
た
な
い
だ
け
に
、
や
り
く
り
は
、
血

の
出
る
様
な
も
の
だ
っ
た
。 

債
権
者
達
は
、
支
払
え
な
い
グ
ッ
ド
イ
ヤ

ー
に
対
し
て
、
財
産
管
理
と
工
場
設
備
の

競
売
を
要
求
し
て
き
た
。 

タ
イ
ヤ
が
売
れ
な
く
な
っ
て
か
ら
数
ヵ
月
た

っ
た
、
１
９
２
０
年
の
、
ク
リ
ス
マ
ス
前
の
事

で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
町
は
、 

子
ど
も

達
だ
け
が
、
無
心
に
イ
ブ
を
待
ち
望
ん
で

い
た
。
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
は
、
銀
行
を
軒
並
み

に
訪
ね
、
融
資
を
頼
ん
で
回
っ
て
い
た
。
重

い
足
を
ひ
き
ず
っ
て
い
た
時
、
ば
っ
た
り
、
ハ

ー
ベ
イ 

・
フ
ァ
イ
ア
ス
ト
ン
に
出
会
っ
た
。

苦
境
に
落
ち
込
ん
だ
の
は
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
ば

か
り
で
は
な
い
。
フ
ァ
イ
ア
ス
ト
ン
も
同
じ
。

彼
も
破
産
寸
前
の
会
社
を
救
う
た
め
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
銀
行
を
頼
み
歩
い
て
い
た
の
だ
。 

あ
の
口
髭
を
生
や
し
た
時
の
様
な
、
往
年

の
ユ
ー
モ
ア
は
、
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
の
ど
こ
に
も

見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
同
じ
悩
み
を

持
つ
フ
ァ
イ
ア
ス
ト
ン
に
、
恐
ら
く
最
後
と

な
っ
た
ジ
ョ
ー
ク
が
飛
び
出
し
た
。 

「
フ
ァ
イ
ア
ス
ト
ン
君
、
君
に
こ
の
大
通
り
の

右
側
に
あ
る
銀
行
を
全
部
や
る
よ
。
そ
の

代
り
、
私
に
左
側
の
銀
行
を
み
ん
な
く
れ

よ
」 

窮
す
る
者
に
だ
け
通
じ
る
ジ
ョ
ー
ク
だ
。
フ

ァ
イ
ア
ス
ト
ン
は
淋
し
く 

「Ｏ
Ｋ
」と
言
っ
た
。 

し
か
し
、
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
の
話
に
は
裏
が
あ

っ
た
。
実
は
、
フ
ァ
イ
ア
ス
ト
ン
に
、
出
会

う
ま
で
に
、
す
で
に
右
側
の
銀
行
を
軒
な

み
に
訪
問
し
て
、
こ
と
ご
と
く
断
わ
ら
れ
て

い
た
。
世
界
一
の
タ
イ
ヤ
会
社
を
育
て
た

サ
イ
ベ
リ
ン
グ
が
、
敵
を
出
し
抜
く
た
め
に

放
し
た
最
後
の
戦
略
だ
っ
た
の
だ
。 

そ
れ
か
ら
数
日
後
、
１
９
２
１
年
の
新
し
い

春
を
迎
え
た
。
サ
イ
ベ
リ
ン
グ
は
、
債
権

者
に
よ
る
工
場
差
し
押
え
と
競
売
を
防
ぐ

唯
一
の
方
法
と
し
て
、
債
権
者
全
員
を
集

め
た
。 

- 

５　

債
権
者
会
議 

サ
イ
ベ
リ
ン
グ
の
胸
の
中
に

は
、
走
馬
灯
の
様
に
過
ぎ
た

日
が
駆
け
巡
っ
た
。 

債
権
者

会
議
の
大
勢
は
、
例
え
市
価

は
ゼ
ロ
に
な
っ
た
と
は
い
え
、

額
面
１
億
２
０
０
０
万
ド
ル

の
株
と
、
５
５
０
０
万
ド
ル
の

工
場
設
備
を
持
ち
、
ア
メ
リ

カ
は
お
ろ
か
、
世
界
に
通
っ

た
品
質
本
位
の
グ
ッ
ド
イ
ヤ

ー
の
名
前
と
、
そ
れ
を
支
え

た
完
全
主
義
の
技
術
を
潰
し

て
し
ま
い
た
く
な
い
気
持
ち
で
占
め
ら
れ

て
い
た
。
事
実
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
が
破
産

し
て
設
備
を
競
売
し
た
と
こ
ろ
で
、
債
権

の
何
分
の
一
し
か
回
収
で
き
ず
、
む
し
ろ

そ
れ
が
債
権
者
自
身
を
破
産
へ
追
い
込
む

様
な
も
の
で
も
あ
っ
た
。 
創
立
時
代
の
資

金
不
足
か
ら
、
や
っ
と
株
が
売
れ
出
し
た

１
９
１
０
年
頃
に
は
、
利
益
が
あ
が
れ
ば
配

当
を
増
や
し
、
人
々
は 

高
配
当
の
株
へ
殺

倒
し
て
き
た
。
波
に
乗
っ
た
会
社
は
、
次
々

と
増
資
し
て
、
株
を
売
り
事
業
を
拡
張
し

て
き
た
。
１
９
１
４
年
の
配
当
は
、
年
に
２０

％
、
２
年
後
に
は
、
配
当
１
０
０
％
と
な

り
、
こ
の
年
は
、
１
７
５
０
万
ド
ル
の
新
株

を
売
り
、
１
９
１
８
年
は
、
１
５
０
０
万
ド
ル
、

１
９
１
９
年
、
６
９
０
０
万
ド
ル
、
そ
し
て
、

１
９
２
０
年
に
は
、
６
９
０
０
万
の
株
を
売
っ

て
資
金
を
集
め
て
い
た
。 

こ
の
時
は
、
空
前
の
１
５
０
％
配
当
を
行
な

い
、
額
面
１
０
０
ド
ル
の
株
は
、
４
０
０
ド
ル

で
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
た
の
だ
。
株
を
発

行
し
、
集
ま
っ
た
資
金
は
、
現
在
な
ら
当
然
、

ゴ
ム
価
の
値
上
が
り
、
タ
イ
ヤ
価
格
の
下

落
に
備
え
て
保
留
す
る
か
、
換
金
で
き
る

社
有
財
産
に
し
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。 

し
か
し
、
積
極
的
経
営
法
を
得
意
と
す
る

サ
イ
ベ
リ
ン
グ
に
と
っ
て
、
そ
う
し
た
退
い

て
守
る
こ
と
は
、
性
格
的
に
も
で
き
な
い

相
談
だ
っ
た
。
彼
は
増
資
で
得
た
資
金
を
、



全
て
生
産
設
備
の
拡
充
に
充
て
て
い
た
。 

ア
メ
リ
カ
一
の
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
と
な
っ

た
、
１
９
１
６
年
に
は
、
ス
マ
ト
ラ
に
２
万
エ

ー
カ
ー
の
ゴ
ム
園
を
購
入
し
、
ア
リ
ゾ
ナ
州

に
は
、
コ
ー
ド
布
の
原
料
を
作
る
、
綿
農

園
も
開
い
た
。
本
社
工
場
以
外
の
第
２
工

場
も
、
も
ち
ろ
ん
建
設
し
て
い
る
。 

タ
イ

ヤ
会
社
で
、
ゴ
ム
や
、
綿
の
原
料
ま
で
手

を
出
し
た
の
は
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
が
最
初
で

あ
る
。

販
売
ネ
ッ
ト
も
、
ロ
ン
ド
ン

（
１
９
１
２
年

)

）
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア (

１
９
１
５
年)

と
、
海
外
に
も
伸
ば
し
、
カ

ナ
ダ
に
は
、
タ
イ
ヤ
工
場 

（
１
９
１
７
年
）

も
設
け
、
輸
出
面
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
。 

不
況
直
前
の
６
月
１
４
日
に
も
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
に
タ
イ
ヤ
工
場
が
完
成
、
第
一
号

タ
イ
ヤ
も
作
り
出
し
て
い
た
矢
先
だ
っ 

た
。

ま
だ
あ
る
―
。
オ
ハ
イ
オ
州
に
は
、
ボ
イ
ラ

ー
用
の
炭
鉱
ま
で
買
い
入
れ
て
い
る
。 

こ
れ
が
増
資
を
得
た
資
金
の
行
方
で
あ
る
。

債
権
者
会
議
は
、
３
カ
月
か
か
っ
て
再
建
プ

ラ
ン
を
作
っ
た
。 

 ①

２
７
５
０
万
ド
ル
の
特
別
社
債
を
発
行

し
て
、
銀
行
か
ら
借
り
入
れ
金
の
返

済
に
充
て
る
。

 ②

３
０
０
０
万
ド
ル
の
優
先
株
を
発
行
し

て
、
ゴ
ム
、
コ
ー
ド
布
な
ど
、
材
料
の

借
金
返
済
に
充
て
る
。

 ③

そ
し
て
、
３
０
０
０
万
ド
ル
の
普
通
社

債
を
発
行
し
て
、
今
度
の
運
転
資
金

に
あ
て
る
。

 ④

特
別
社
債
券
は
、
額
面
９
０
ド
ル
、

利
子
８
％
、
２０
年
後
に
、
１
２
０
ド
ル

で
償
還
し
、
特
別
社
債
１
０
０
０
ド
ル

を
引
き
受
け
る
ご
と
に
、
普
通
株
１０

株
を
ボ
ー
ナ
ス
と
し
て
無
償
交
付
す

る
。 

 ⑤

普
通
社
債
は
、
額
面
９０
ド
ル
、
１０
年

後
、
１
１
０
ド
ル
で
償
還
、
利
子
８
％

優
先
株
は
、
配
当
を
す
る
場
合
、
普

通
株
に
優
先
し
て
行
い
、
優
先
株
の

配
当
が
終
わ
ら
な
い
限
り
、
普
通
株

の
配
当
は
行
わ
な
い
。 

こ
の
再
建
プ
ラ
ン
の
苛
酷
さ
は
、
後
か
ら
か

な
り
批
判
の
対
象
と
な
り
、
経
済
界
は
首

を
か
し
げ
て
成
り
行
き
を
見
つ
め
て 

い
た
。

こ
う
で
も
し
な
け
れ
ば
、
金
は
集
ま
ら
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

８
７
５
０
万
ド
ル
に
の
ぼ
る
、
ほ
ぼ
グ
ッ
ド
イ

ヤ
ー
の
借
金
額
に
匹
敵
す
る
優
先
株
、
社

債
は
、
こ
れ
か
ら
１０
年
か
か
っ
た
と
し
て
も
、

少
し
ず
つ
返
し
て
い
く
の
だ
か
ら
、
そ
の
間

の
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
苦
し
み
は
、
想
像
以
上

の
も
の
だ
。
し
か
も
、
そ
の
社
債
も
、
不

況
の
最
中
で
は
、
中
々
引
き
受
け
て
も
ら

え
な
い
。 

一
番
難
行
し
た
の
は
、
借
金
の
代
わ
り
に
、

２０
年
の
償
還
社
債
を
引
き
受
け
て
く
れ
る

銀
行
を
探
す
事
だ
っ
た
。 

債
権
者
の
銀

行
側
は
、
社
債
２
７
５
０
万
ド
ル
の
う
ち
、

２
０
５
０
万
ド
ル
ま
で
消
化
で
き
た
が
、
残

る
、
７
０
０
万
ド
ル
の
引
き
受
け
人
が
見
つ

か
ら
な
い
。 

サ
イ
ベ
リ
ン
グ
を
筆
頭
と
す
る
、
グ
ッ
ド

イ
ヤ
ー
の
経
営
ス
タ
ッ
フ
は
、
か
た
ず
を
の

ん
で
債
権
者
会
議
の
成
り
行
き
を
見
つ
め

た
。
論
議
は
果
て
し
な
く
続
い
た
が
、
銀

行
側
の
説
得
で
、
製
品
側
債
権
者
が
、
コ

ー
ド
布
納
入
の
保
証
と
し
て
、
２
５
０
万

ド
ル
を
引
き
受
け
る
事
に
な
っ
た
。
残
る

は
、
４
５
０
万
ド
ル
。
や
っ
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
投
資
会
社
を
二
軒
説
得
し
て
、
１
５
０
万

ド
ル
ず
つ
引
き
受
け
て
も
ら
い
、
最
後
の
、

１
５
０
万
ド
ル
を
、
ま
た
、
製
品
側
債
権

者
に
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
決
ま
っ
た
。 

そ
れ
は
、
１
９
２
１
年
５
月
１２
日
、
西
に
沈

む
夕
日
の
眩
し
い
午
後
の
事
だ
っ
た
。
や
っ

と
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
破
産
か
ら
免
か
れ

た
の
だ
。
う
な
だ
れ
る
様
な
吐
息
が
、
誰

か
れ
と
な
く
人
々
の
口
か
ら
も
れ
て
き
た
。

だ
が
、
そ
れ
で
も
全
て
は
救
わ
れ
ず
、
ま

だ
難
関
は
待
ち
構
え
て
い
た
。 

（
つ
づ
く
）


